
１．基本情報

0773-66-1023　　　　　　　　　　　　　　　　　

法人コード A013218

法人名 一般社団法人 舞鶴市水産協会

フリガナ イッパンシャダンホウジン マイヅルシスイサンキョウカイ

電子メール
アドレス

info@maizuru-sakana.net

法人の名称 一般社団法人 舞鶴市水産協会

主
た
る
事
務
所
の
住
所
及
び
連
絡
先

住　所 〒625-0080　　京都府舞鶴市字北吸1044番地

代表電話番号 　FAX番号　 0773-62-9891

代表電子メー
ルアドレス

info@maizuru-sakana.net

ホームページ
アドレス

https://maizuru-sakana.net

事業の概要
舞鶴市における水産業の振興に寄与するための調査研究や舞鶴産水産物の消
費拡大、食育推進に関する事業を行う。

注：代理人による申請の場合は委任状を添付し、代理人が法人の場合は「氏名」の欄に名称を、「役職」欄に担当者名を記載してくださ
     い。

代表者の氏名 西川　順之輔

事業年度 4月1日　～　3月31日

担
当
者
　
注

氏名
（又は名称）

上野　利彦 役職（又は担当者） 係長

電話番号 0773-66-1023　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号 0773-62-9891
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２．公益目的支出計画実施報告書

【令和3年度（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）の概要】

注：詳細は、別紙様式に個別の実施事業等ごとに記載してください。

【公益目的支出計画の状況】

注：前事業年度及び当該事業年度の計画及び実績の額、翌事業年度の計画の額を記載してください。

1．公益目的財産額 10,827,102円

2．当該事業年度の公益目的収支差額　　（　（１）＋（２）－（３）　） 9,160,684円

　（１）前事業年度末日の公益目的収支差額 8,601,890円

　（２）当該事業年度の公益目的支出の額 137,984,900円

　（３）当該事業年度の実施事業収入の額 137,426,106円

３．当該事業年度末日の公益目的財産残額 1,666,418円

４．２の欄に記載した額が計画に記載した見込み額と異なる場合、その概要及び理由　注

　
　当協会における公益目的支出計画は、毎年度、公益目的支出額1,220,000円、実施事業収入260,000円、公益目的
収支差額960,000円とする計画であるが、9年目の令和3年度においては、公益目的支出額が
137,984,900円、実施事業収入が137,426,106円となり、公益目的収支差額は558,794円と計画の58％にとどまった。
　令和3年度においては、前年度に特別会計として実施した「まいづる冬グルメキャンペーン」の一部を当年度に繰越
して実施したほか、12月から3月にかけて同様のキャンペーン第2回を実施したことにより、公益目的支出額が
137,984,900円と大幅に増加した。一方、実施事業収入の額も舞鶴市から補助金を充てたことにより137,426,106円と
大幅に増加した。なお、特別会計「まいづる冬グルメキャンペーン」については、収支差額は0円であり、一般会計の実
施事業会計収支差額558,794円が今年度の公益目的収支差額である。

公益目的支出計画の
完了予定事業年度の末日

（１）計画上の完了見込み 令和7年3月31日

（２）（１）より早まる見込みの場合

前事業年度 当該事業年度 翌事業年度

計画 実績 計画 実績 計画

10,827,102円

公益目的収支差額 7,680,000円 8,601,890円 8,640,000円 9,160,684円 9,600,000円

公益目的財産額 10,827,102円 10,827,102円 10,827,102円 10,827,102円

1,220,000円

実施事業収入の額 260,000円 84,019,470円 260,000円 137,426,106円 260,000円

公的目的支出の額 1,220,000円 84,889,307円 1,220,000円 137,984,900円

1,227,102円公益目的財産残額 3,147,102円 2,225,212円 2,187,102円 1,666,418円



【実施事業（継続事業）の状況等】

１）計画記載事項

（事業単位ごとに作成してください。）

事業番号 事業の内容

継続１ 水産流通加工業等の振興に関する調査研究

事業の概要

【事業の趣旨】
　舞鶴市水産業のブランド戦略やＰＲ戦略等に関する調査研究を実施することにより、水産流通加工業等の振
興を図る。

【事業の内容】
１．ブランド魚の創出に関する調査研究
　　会員（漁業関係会社）が、舞鶴産水産物のブランド化及び他産地水産物との差別化を図るために、水産物
　へのタグの装着や出荷箱へのラベルの貼付を行っている。
　　市内外において、タグ装着等を行った水産物に対するヒアリング等による消費動向調査及び販売店訪問に
　よる消費ニーズ状況把握調査を行っていく。（10箇所、2回）
　　これらの調査を踏まえて、舞鶴産水産物のブランドイメージの創出方法を研究する。

２．「魚の街まいづる」のＰＲ戦略に関する調査研究
　　舞鶴産水産物地産地消推進部会（漁業者及び水産流通・加工業者6人）は、「第21回まいづる魚まつり」
　（約2万人）において実施した「舞鶴産水産物お客様アンケート調査結果」（市内外客367名）等の消費者へ
　の調査を継続的に実施しその分析を行う。
　　さらに、他産地、見本市等の現地調査等により、水産物のイメージアップ方法を研究する。
　　これらの調査を踏まえて、「魚の街まいづる」のＰＲ戦略を研究する。

３．都市漁村交流に関する調査研究
　　学校や社会福祉施設向けに漁村での体験学習をＰＲするために、舞鶴市の都市漁村交流に関するパン
　フレットの作成・配付やホームページを作成しており、毎年、京阪神地域の小・中学校を２～３校の受け入
　れ、子どもたちの漁業・漁村に対するイメージや体験への感想の把握に努めている。
　　その結果を踏まえ、専門家の指導を仰ぎ、都市部に住む子どもたちの受け入れ件数増を図る体験メニュ
　ー開発や受入体制整備を研究するだけではなく、漁業・漁村への理解を深める方策も研究する。
　　また、近年、大量のゴミが海岸や漁村へ漂着することが頻発している。これは、台風や低気圧がもたらす
　由良川の出水により、上流からの大量のゴミが一旦若狭湾に流出した後、波浪や潮流により、市内の海岸
　部へ漂着するものであり、観光客の受入れや都市住民との交流において、海岸漂着ゴミの対策は、必要
　不可欠である。
　　そのため、海岸漂着物の回収対策及び発生源の抑制対策について調査研究を行う。

（１） 当該事業に係る公益目的支出の見込額 230,000円

（２） 　　〃　　　　　　　実施事業収入の見込額 0円



【実施事業（継続事業）の状況等】

(３)実施事業資産の状況等

事業の実施状況について

１．ブランド魚の創出に関する調査研究
　　令和元年度に実施した「まいづる京鰆まつり」を舞鶴港とれとれセンターにおいて開催する予定であった
　が、コロナ禍のため中止した。

２．「魚の街まいづる」のＰＲ戦略に関する調査研究
　　 京都市中央卸売市場が主催する「鍋まつり」に出展する予定であったが、コロナ禍のため、イベントが開
　催されなかった。
　
３．都市漁村交流に関する調査研究
　 　福知山公立大学が主宰する交流民泊協議会(リモート会議)に参加し、農山漁村の都市との交流事例に
　ついて知見を得た。
 

（１） 当該事業に係る公益目的支出の額 15,840円

２)当該事業年度の実施状況

（２） 　　〃　　　　　　　実施事業収入の額 0円

（３） （（１）-（２））の額 15,840円

（４） 当該事業に係る損益計算書の費用の額 15,840円

（５） 　　〃　　　　　　損益計算書の収益の額　　　　 0円

(１)及び（２）に記載した額が計画に記載した額と異なる場合、その内容及び理由　注

   上記１及び２の取り組みがコロナ禍のため、実施できなかったことにより、事業費が減となった。
   なお、本事業は、継続事業２（水産物の消費拡大と食育の推進事業）と調整しながら実施することとしており、
公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるものではない。

注：この事業に係る公益目的支出の額等の変更が、公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるか否かについても記載してくださ
い。

番号　注 資産の名称
時価評価資産の
算定日の時価

移行後に取得し
た

場合の取得価額

前事業年度末日
の帳簿価額

当該事業年度末
日の帳簿価格

使用の状況

0円 0円

注：算定日に有していた資産については、移行認可申請書（別表A公益目的財産額の算定）に記載した資産の番号（イ１、ロ２・・al・な
ど）と記載してください。

無 0円 0円 0円



【実施事業（継続事業）の状況等】

【実施事業収入の額の算定について】

【公益目的支出の額の算定について】

（事業単位ごとに作成してください。）

事業番号 事業の内容

継続１ 水産流通加工業等の振興に関する調査研究

（１）「損益計算書の収益の額」に対応した（２）「実施事業収入の額」を記載し、その算定に当たっての考え方
を記載してください。

損益計算書の科目
（１）損益計算書の

収益の額
（２）実施事業収入の

額
（２）の額の算定に当たっての考え方

注

受取補助金等 0円 0円

計 0円 0円

注：実施事業収入の額の算定の記載事項について、必要な説明書類を添付してください。

（１）「損益計算書の費用の額」に対応した（２）「公益目的支出計画の額」を記載し、その算定に当たっての考
え方を記載してください。

損益計算書の科目
（１）損益計算書の

費用の額
（２）公益目的支出の

額
（２）の額の算定に当たっての考え方

注

注：（１）と（２）が同額である場合には、[科目」欄を「その他」として、まとめた額を(１)及び(２)欄に記載してもかまいません。

その他 15,840円 15,840円
異なる費用科目はないため、(１)と
(2)は同額である。



【実施事業（継続事業）の状況等】

１）計画記載事項

（２） 　　〃　　　　　　　実施事業収入の見込額 260,000円

継続2 水産物の消費拡大と食育の推進

事業の概要

（１） 当該事業に係る公益目的支出の見込額 990,000円

【事業の趣旨】
　　舞鶴産水産物のＰＲや水産物の食育を推進することにより、舞鶴産水産物の消費拡大を図る。

【事業の内容】
１．魚の街まいづるＰＲ活動の推進
  　舞鶴産水産物のブランド力の向上により、魚の街まいづるのイメージアップを図る。
　◆京都府漁協や舞鶴観光協会と発足させた「舞鶴かきグルメキャンペーン協議会（平成17年発足）での活動を
　　 通じて、「舞鶴産のマガキやイワガキ」及び「丹後とり貝」のＰＲ活動を展開し、一定の浸透が図られた。
　　 　今後とも、市内外の消費者に舞鶴産水産物をＰＲするために、パンフレットを20,000枚作成・配布し、ＰＲ活
　　 動を継続する。
  ◆平成24年7月に「舞鶴かに」が舞鶴産水産物として「舞鶴かまぼこ」「丹後とり貝」に引き続き3例目の特許庁
　　 の地域団体商標に登録された。これを契機として、京都府漁協や舞鶴観光協会と発足させた「舞鶴かに地
　　 域ブランド化推進協議会（平成19年発足）での活動を通じて、「舞鶴かに」のＰＲ活動を一層推進していく。
　◆継続事業１で実施する舞鶴産水産物地産地消推進部会が策定する「魚の街まいづる」のＰＲ戦略の実証を
　　 含めて、平成22年から出展している京都市中央卸売市場主催の「鍋まつり」に参加し、「魚の街まいづる」の
　　 イメージを市外において展開する。

２．地産地消推進事業
　　舞鶴産水産物地産地消部会の活動により、舞鶴市において舞鶴産水産物の地産地消の取り組みを推進す
　る。
　◆舞鶴産水産物地産地消部会部会員が公立保育所等への出前講座を行う。（年6回程度）
　◆学校給食とスーパーとの連携により、児童及び保護者に対して舞鶴産水産物の普及を促進する。
　◆府内に本社を置く企業の協力を得て、企業内食堂における舞鶴産水産物の周知と販売を促進する。
　　 今後とも、京都府内全域及び京阪神地区への舞鶴産水産物の地産地消の取り組みを展開していく。

３．情報発信事業
　　舞鶴産水産物の消費拡大及び知名度向上を図るために、舞鶴市内での「まいづる魚まつり」や京都市内で
　の「京都中央市場『鍋まつり』」において、や魚の街まいづるの情報を発信する。
　◆舞鶴市水産協会のホームページの維持管理をするとともに、小学校給食と連携し、「新・まいづる定番おさ
　　 かなレシピ」サイトを製作・整備し、市内外の消費者に舞鶴産水産物の情報発信を行う。
　

　※以上の事業の財源は、会費を充当する。

（事業単位ごとに作成してください。）

事業番号 事業の内容



２)当該事業年度の実施状況

事業の実施状況について

【事業の内容】
１．魚の街まいづるＰＲ活動の推進

（1）令和2年度繰越「まいづる冬グルメキャンペーン事業」の実施

　　当初、令和2年度事業として「舞鶴のさかな提供店」や観光協会と連携し、舞鶴市の支援を受けながら、
　舞鶴の冬場の代表的な水産物であり、観光資源でもある「舞鶴かに」及び「京鰆」を活用したクーポン事
　業を実施した。
　　期間中に緊急事態宣言等が発出されたことから、令和3年度まで事業を継続し、水産物全般をクーポ
　ンの対象とした。この事業により、コロナ禍で低迷する舞鶴市の水産物の消費拡大と地域経済の活性化
　に寄与することができた。

（2）「まいづる冬グルメキャンペーン事業」第二弾の実施
　
　　昨年度大好評だったキャンペーンの第二弾を「舞鶴のさかな提供店」や観光協会と連携し、舞鶴市の
　支援を受けながら、実施した。今回は宿泊施設でもクーポンの一部を使えるようにし、また京阪神地区で
　先行販売を行い、水産物の消費拡大と併せて観光需要の喚起を狙った事業とした。この事業により、コ
　ロナ禍で低迷する舞鶴市の水産物の消費拡大と地域経済の活性化に寄与することができた。

 （3）「舞鶴のさかな提供店」を活用したＰＲ

　　「舞鶴のさかな」を使用した料理や産品を積極的に提供する飲食店や小売店を「舞鶴のさかな提供店」
　に登録し、来客者の満足度と舞鶴の食のブランド力の向上を図り、併せて「魚の街まいづる」のイメージの
　定着を図ることを目的として、平成28年度に「舞鶴のさかな提供店」を創設した。６年目となる令和３年度
　は、登録店41店と一体となって各種ＰＲキャンペーンを実施するとともに、登録各店がサービス向上に取
　り組んだ。

　　①プレゼントキャンペーンの実施
　　②「舞鶴のさかな提供店」の登録認定

（4）ブランド水産物「丹後とり貝」・「育成岩がき」・「舞鶴かに」・「京鰆」等のＰＲ

　　舞鶴市のブランド水産物「舞鶴かに」・「京鰆」・「丹後とり貝」・「育成岩がき」等のブランディングを推進
　するために、マスコミへの情報提供(取材)やマップ・ちらしの作成と配布を行い、ＰＲを行った。

　　①「丹後とり貝」、「育成岩がき」出荷前海上取材会開催(4月12日,舞鶴湾)
　　②「丹後とり貝」、「育成岩がき」試食取材会開催(4月15日,舞鶴港とれとれセンター)
　　③ちらし「丹後とり貝食べ処2021」発行(5,000部)
　　④「舞鶴のさかな食べ処・買い処マップ【秋冬版】」を作成(11,000 部)及び「舞鶴かに」ポスター作成
　　　 (150 枚)作成
　　⑤「舞鶴かに」解禁日初セリ及び試食の取材会開催（11月6日,京都府漁業協同組合舞鶴市場及び
　　　舞鶴港とれとれセンター）
　　⑥「特選京鰆」販売開始後の試食取材会開催(11月24日,舞鶴港とれとれセンター)

（5）魚食普及

　　①「丹後とり貝」、「育成岩がき」試食取材会開催(4月15日,舞鶴港とれとれセンター)
　　②「舞鶴のさかな食べ処・買い処マップ（秋冬版）」の作成と高速道路ＳＡへ有料配架
　　③「わお！ハイウエイマップ海の京都（中丹版）」に「舞鶴のさかな」を広告掲出・配架
　　④舞鶴市立中筋小学校へのシイラのレシピ考案・試食会



【実施事業（継続事業）の状況等】

(３)実施事業資産の状況等

（１） 当該事業に係る公益目的支出の額 137,969,060円

３.情報発信事業

　　本協会公式ホームページ（スマートフォン対応）において、コロナ禍による外食需要の低迷に対応し、お取
　り寄せ情報を掲載するとともに、本協会の公式ＦＢに加えて、公式Instagramを開設し、「舞鶴の旬の特鮮さか
　な」や「舞鶴のさかな提供店」等に関するきめ細かい情報を発信した。

（6）漁業・漁村広告宣伝事業（シェフマッチング・フォロアップ）

　　　「舞鶴のさかな」のブランディングを推進するために、舞鶴市が平成26年度から3年間実施した、食のブラ
ン
　ド力向上事業のシェフマッチング（首都圏の情報発信力のある「食の匠（料理長やシェフ）」への訪問と食材
の
　説明）に同行し、当該事業で繋がりができた店舗等へ、年間を通じて、四季折々の旬に応じた水産物のサン
プ
　ルを提供し、その評価を求めるフォローアップを昨年度まで舞鶴水産流通協同組合が実施してきた。
　　 本年度においては、この経験と実績を「舞鶴市ふるさと納税返礼品」の品目の一つとして「ふるなび」が企
画
　した「ふるさと美食体験」という舞鶴の食材を用いた首都圏の飲食店のコース料理を堪能する返礼品を創作
す
　るためのサンプルを２店舗（①東京 飯田橋 神楽坂「ふしきの」（ミシュラン2021掲載店）、②東京 代々木上原
　「ルボークープ」（ミシュラン2018掲載店）に発送した。

（7）「京都舞鶴のさかな食べ処・買い処」登録店制度【自主事業】150,498円
  　　「舞鶴のさかな」を全国の皆さんに味わっていただくとともに、「魚の街舞鶴」のイメージアップのため、市外
　で食べられる、または買うことができる店舗の登録制度を令和4年1月から開始し、10店舗が登録店となった。

２.地産地消推進事業

（２） 　　〃　　　　　　　実施事業収入の額 137,426,106円

（３） （（１）-（２））の額 542,954円

（４） 当該事業に係る損益計算書の費用の額 137,969,060円

（５） 　　〃　　　　　　損益計算書の収益の額　　　　 137,426,106円

(１)及び（２）に記載した額が計画に記載した額と異なる場合、その内容及び理由　注

　 実施事業収入として計画額は260,000円であるが、実績額は137,426,106円となった。これは舞鶴市からの
「まいづる冬グルメキャンペーン事業」に係る補助金72,060,264円を受け入れたことと同事業において、クー
ポン券を販売したことにより、63,985,000円の収入が発生したことが主な理由である。その他に舞鶴市からの
受託事業や補助事業を実施したことにり、委託料や補助金を1,210,759円受け入れた。

　一方、公益目的支出額の計画額は990,000円であるが、実績額は137,984,900円となった。前述のとおり、
「まいづる冬グルメキャンペーン事業」の実施により、キャンペーン参加店へクーポン券及びクーポンコード
に係る換金として129,159,737円支出したことが主な理由である。
　
　　なお、上記のことは、公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるものではない。

注：この事業に係る公益目的支出の額等の変更が、公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるか否かについても記載してください。

番号　注 資産の名称
時価評価資産の
算定日の時価

移行後に取得した
場合の取得価額

前事業年度末日の
帳簿価額

当該事業年度末日
の帳簿価格

使用の状況

0円 0円

注：算定日に有していた資産については、移行認可申請書（別表A公益目的財産額の算定）に記載した資産の番号（イ１、ロ２・・al・など）と記載してくだ
さい。

無 0円 0円 0円



【実施事業（継続事業）の状況等】

【実施事業収入の額の算定について】

【公益目的支出の額の算定について】

（事業単位ごとに作成してください。）

事業番号 事業の内容

継続2 水産物の消費拡大と食育の推進事業

（１）「損益計算書の収益の額」に対応した（２）「実施事業収入の額」を記載し、その算定に当たっての考え方を記載
してください。

損益計算書の科目
（１）損益計算書

の収益の額
（２）実施事業

収入の額
（２）の額の算定に当たっての考え方　注

受取補助金等 73,271,023円 73,271,023円
当該事業のための補助金等であるため、全
額を実施事業収入とする。

雑収益 21,583円 21,583円
当該事業のために受け入れた収入であるた
め、全額を実施事業収入とする。

受取負担金 148,500円 148,500円
当該事業のための負担金であるため、全額を
実施事業収入とする。

事業収益 63,985,000円 63,985,000円
当該事業のためのクーポン券販売代金であ
るため、全額を実施事業収入とする。

計 137,426,106円 137,426,106円

注：実施事業収入の額の算定の記載事項について、必要な説明書類を添付してください。

その他 137,969,060円 137,969,060円
異なる費用科目はないため、(１)と(2)は同額
である。

（１）「損益計算書の費用の額」に対応した（２）「公益目的支出計画の額」を記載し、その算定に当たっての考え方を
記載してください。

損益計算書の科目
（１）損益計算書

の費用の額
（２）公益目的

支出の額
（２）の額の算定に当たっての考え方　注

注：（１）と（２）が同額である場合には、[科目」欄を「その他」として、まとめた額を(１)及び(２)欄に記載してもかまいません。

計 137,969,060円 137,969,060円


